
●大田・生活者ネットワークきたざわ潤子の活動を紹介します。
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単身高齢者が賃貸住宅を借りにくいのは家主側にとって「家
賃滞納」や「孤独死」のリスクがあるから、というのと同じように
一人親に対しては、「生活の不安定さ」という家主側のイメージ
があるからといわれています。
第2回目の「居住支援学習会（※）」では、船橋市社会福祉協議
会「住まいるサポート船橋」と一人親支援をしているNPO法人
「リトルワンズ」のサービス実例から学び、これから中間支援をし
たいと考えている民間団体も多数集まり熱心に聞き入りました。
（※超党派の議員主催の学習会）

■住まいるサポート船橋
　（船橋市居住支援協議会が行っている相談窓口）

居住支援協議会は、不動産関係者と福祉関係者と自治体が住
宅に困っている人（低所得者、高齢者、障害者、子どもを育成する
家庭等）が抱える問題の解決策を協議し、地域で安心して暮らせ
るような居住支援体制の構築を図るのを目的としています。

船橋市では、居住支援サービスを始めるにあたり、住宅政策
課、地域包括ケア推進課、地域福祉課でプロジェクトチーム結成
し、市内不動産業者にアンケート「どんなサービスがあったら物
件を紹介するか？」を実施し、また葬祭業者、廃棄物業者、警備会
社に個別に相談するなど、広く情報収集、連携体制を構築しなが
ら進めてきました。
船橋市の場合は、以下のようなサービスを用意しコーディ

ネート機能を果たすことで多くの市民に喜ばれています。

●基本サービス
・緊急通報・見守りサービス
（警備保障会社と提携・緊急時の素早い対応）
・安心登録カード
（緊急連絡先・身体状況等を書いたカードを冷蔵庫内に保管）
・身じまいサービス（死後事務委任契約）等

●その他のサービス（任意）
・同行支援サービス
・家賃預かり・支払い代行サービス
・生活支援サービス
・入退院支援サービス　等

住まいは人権、生活の基盤
大田区は「居住支援協議会」立ち上げ準備中、

住まい確保のためにどのような中間支援が必要か、
NPOなど、市民団体のパワーをどう生かすのか、

どのような連携を取っていくのか

きたざわ潤子プロフィール
（きたざわ・じゅんこ）
■高知県生まれ大田区池上2丁目在住■東洋英和女学院短期大
学保育課卒業■日本女子大学通信教育課程家政学部児童学科卒
業■幼稚園16年間勤務(めぐみ幼稚園、こひつじ幼稚園他)、嶺町
幼稚園非常勤講師■日本保育学会会員■2011年～大田区議会
議員(現在2期目)■健康福祉委員会、防災・安全対策特別委員会

3.11を忘れない～3.11を風化させないために～
日時：2019年１月11日（金）18：00～19：30
場所：大田・生活者ネットワーク事務所　
参加費：300円（軽食付）

OTA未来カフェ「たねと食＠カフェ」
遺伝子組み換えをはじめとする、たねや食の問題点を楽しく気軽
に考えましょう。

講師：たねと食とひと＠フォーラム　西分千秋さん
この企画は独立行政法人 環境再生保全機構地球環境基金
の助成を受けて実施します。

日時：2019年1月19日（土）13：30~15：30
場所：大田・生活者ネットワーク事務所
参加費：無料

■ひとり親家庭向け住宅支援

一人親支援に関する実績のあるリトルワンズは、住まい+生活
支援+就労支援+子どもケアというサービスを行っています。日
本の一人親の就業率は81％（先進国で最も高い数値）、オー
ナーへは、安定した家賃収入、物件価値の維持、安心できる入居
者の確保、次世代への貢献になることをアピールするとのことで
した。また地域をよく知る市民活動団体との連携、市民からの底
上げが必要で、居住支援協議会には地域のことを知るNPO等も
入れこむべきとの提言がありました。

児童養護施設を18歳になって退所した場合も難関が住宅で
す。賃貸住宅の契約の際の保証人の問題、敷金等の捻出、アパー
トなどの一般住宅に入れても家賃負担は大きく、生活を圧迫しま
す。若者の自立を応援するためにも低所得者向けの住宅供給、
増加する空き家とのマッチングなど、さらに居住支援の可能性
を探っていきます。
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